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●本オプションは、一般財団法人 日本建築防災協会発行「2012年改定版 木造住宅の耐震診断と補強方法」 

 （以下、基準書）の「解説編 第 5章 精密診断法 2」で示されている診断法のうち、 

 「(１) 層の荷重変形関係に基づき、保有水平耐力を求める場合」の計算方法に対応しています。 

●保有水平耐力計算で建物の耐震性を評価するためには、前提として、地震力に対する許容応力度計算を行い 

 建物各部の安全性を確認することが必要です。別途検定・検討を行い、「⑥各部の検討」にて問題点を報告してください。 

●詳細は「保有水平耐力計算マニュアル」および「保有水平耐力計算 解説書」を参照ください。 

｢建物概要｣

ボタンをクリ

ックします。 

ホームズ君｢耐震診断Pro｣ 保有水平耐力計算ガイド 
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｢CAD 基本

入力｣ボタン

をクリックし

ます。 

各項目を入力し、「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

 

※保有水平耐力計算に必要な入力項目は 

「解説書」を参照ください。 

建物の間取、耐力壁、開口部などを

入力します。 

 

⑥
各
部
の
検
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保有水平耐力計算モードの各入力項目の 

詳細は、「保有水平耐力計算マニュアル」を 

参照してください。 

⑤
計
算
項
目
の
入
力 

 

⑨
補
強
計
画
の
作
成 

すべての検討項目について入力が必須です。 

診断者が別途、検定・検討を行い、問題点の

報告を行ってください。 

問題が無い場合はその旨を入力します。 

 

 

｢新規作成｣

ボタンをクリ

ックします。 

｢保有水平耐力

計算｣ボタンをク

リックします。 

 

保有水平耐力計算では、建物の水平構面が剛床

であると見なせるか否かで、計算方法が 

剛床ルート／柔床ルートに分岐します。 

初回は、剛床であると仮定して「剛床ルート」

を選択してください。 

 

｢算定条件設

定｣ボタンをク

リックします。 
 

⑦
水
平
構
面
の
検
定 

 

「剛床ルート」選択時に、水平構面の検定結果がＮＧにな

った場合、以下のいずれかの対応をとります。 

（１）「柔床ルート」に切り替えて再度診断する。 

（２）【補強計画の場合】 耐力壁の追加・削除や、水平構

面の補強を行い、水平構面の検定をＯＫにする。 

 

保有水平耐力計算の診断結果を表示します。 

診断結果は計算書に出力できます。 

“現状”／“補強計画”のモードを切替え、耐震補強計画を設計、診断します。 

「水平構面 Q図確認」で、Q図を参照しながら水平構面の検討ができます。 

マニュアルや資料は、 

メインメニューから参照できます。 
 

  

 

 

｢耐震診断法選択｣画面で、 

「保有水平耐力計算」を選択します。 

 


